
World #06

その世界の日常や暮らし

個も主権を持てるリアル&バーチャルの
コミュニティで多重に生きる世界

その世界の科学技術

その世界の価値観

その世界の文化

その世界のルール・規範

その世界が抱える問題

その世界が目指す世界

その世界の勝ち組・受益者・共感者

その世界の負け組・被害者・反抗者

国家

の解釈はまかせる

国家の解釈は任せる

Shimz Identity

Weak Signal

Here, Now

Infection Point

今ここにある世界

変化点

今でもなくここでもない世界（生きたい世界）

清水建設のアイデンティティから生まれるコトバ

ウィークシグナルから生まれるコトバ

今と同じやり方で富・成功を得ようとする。

現世界での既得権益者

コミュニケーション能力高い人

が勝ち組となる。

資本主義社会の成功とは

異なる価値観を持つ人

発想が自由な人や理想を生み出せる人がよい。

アイデアマン処理能力の高い人

自分軸を持ってるそこに、他者の共感を生める。

自分軸を持ちえない人

誰も決めてくれないことがストレスになる。

遺産の管理はどうなるのか。

歴史から生まれたアイデンティティ・文化 「根っこ」をどこに置くのか

「生」を何で実感できるのか。

人類や環境、ロボット、あらゆる生命の

共生・共存

過去の履歴が消せない。（ゼロクリア，再生・更生しにくい）

世界は一家、人類はみな兄弟
誰もが平等に選択権をもつ

帰属意識や固有文化が消失する。

バーチャルに「自然災害」はあるのか？

物理的に存在するものに対して国家や国境

はあってないようなもの。

・バーチャルではアンコントローラブルなものは何か。

・バグ？！

・倫理観が生まれてる。

他者・インクルーシブ・多様性

価値観として受け入れる

思想のことなる組織のことを「認められない攻

撃・制圧対象」とみるのか。

「共存すべき存在」と捉えるのか。

どこに軸足を置くのか？

どう経験を深めていくか。

横のつながり

・コミュニティの結束を得るには制約条件が無いと生まれない。

モラルは

リアルからしか生まれない

バーチャルネイティブな子供はどうか。

バーチャルは大人の世界、アイデンティティ確立

されていないと住めない。でもバーチャルは若者

の世界であり、ジレンマがある。

包摂的なマインドセットが必要だが...

モラル第一

好縁あるいは宗教的規

範で作られる独自文化

中央集権で決められるルールは存在していない。ルール

はリアルタイムで変化していく＝AIが大勢の意見を集約
し、瞬時に判断しルールを作る（その都度変わる）。

ナショナリズム

例えば「パリ協定」のような世界規模の目標は

どう維持されるのか

目標達成のために「なるべくバーチャルで生きよう」という政策もありうる？

深く学んだ人がその文化の継承者となる。

バーチャルは二重写しの世界なのか

バーチャルは別世界なのか

土地に根付いたものとのつながり

超民主的？！といえる。

民主的orポピュリズム

ひとが善い人である。

みんなが揃って地球をより良くしよう

という意志を持っている

「自分だけだと何もできない」という考え方は無くなり

自分次第で、大きな物事や世論を簡単に動かすことがで

きる。

「自分軸」あるいは宗教

バーチャルではどうしても

代替できいものの探求
リーダーとフォロワーの考え方は？

「反対意見」が認められる。共存している。 自分の判断基準をもっていないとどこにも属せない。

信じるものは何か。

日本人は相対的に他人軸が多い

理想は？何か？

既存のアイデンティティを越える

寂しさがなくなる。

ネガティブにコンプレックスがなくなるのではな

くどこかで認められる。

「〇〇市」でリアル人口とバーチャル人口が存在。

アバターの利用が日常になる。

年齢関係なく学べる教育制度

３Dホログラムが日常化。

AR/VR　マルチバースが日常化

ポストSNSが出現する。

ある場所のにおいや気流まで再現する装置が開発さ

れる。

・移動コストがゼロになる。

・歩いて心地よいトレイルコースなどが普及する。

大人でも子供アバターで授業に参加できる。

リアルかデジタルかをまず選ぶ

自分が統治する社会もあるし、統治されている社会

にも属している。

今日はあの社会、明日はあの社会と所属が変わる。

バーチャルにおける完全再現が可能になる。

バーチャルだけで生きていても

フィジカル的に問題がないような生体管理

ステップ式の教育制度ではない。

小学生や大学生になりきれる。

選択肢が対等である。

プライベートはリアル　パブリックはバーチャルなど

個人で選択が可能である。

時間・空間に縛られない リアルなものの価値の再認識

トイレ行きたい！という感情は？不快な感情でない。

人体の生理現象はどうなるのか。

街や仕組みの「ビルダー」の存在

特殊な建設技術を持つ
NFTによるデジタル文化遺産が誕生する。

パーパス経営の注目

脳波を使って

操作する

AI

身体機能や知覚機能の

拡張の兆し

DX- CORE

メタバース

内省重視

SNS

SNS疲れ

スマホネイティブ

LGBTQ

SDGｓ2030年

仮想通貨量子コンピュータ

自然災害

信用スコア

キャッシュレス社会

集団の在り方は大きく変わり

、

誰もが自由に意志を持って

所属する場を選択できる

国家の概念は無く、マルチ国

家、マルチバース、どこで生

きても良い

人々は統治される

側にもなり得るし

統治する側にも

なり得る

数千万規模から数名規模まで

共同体の規模は様々で、たった一

人でも従来の「国家」と見なされ

る社会

共同体に所属する「数」は、何も

意味をなさなくなっていて、マジ

ョリティーかマイノリティーか、

多様性が進んだ結果、その分類は

無意味となる

自分の居場所が

複数あり、拡張された空間

で生きる

時間や場所、物理的・精神

的制約から解放され、それ

らの距離を感じることは滅

多にない

リアル世界でもデジタ

ル世界でも所属する先

は対等に扱われ、デジ

タル国家のパスポート

もみんな持っている

隣と手を組み仲良くする

小さな連鎖が地球規模に

広がれば争いも何もなく

なる

国家が無くなることで、

ローカルルールや法律は

すべてが全世界で共通

(ただ、そのルールは
どう決めるのだろうか)

居場所が拡張すると

他の人の居場所と

重なっていく

隣に座っている人は本当にそ

こに座っているのだろうか,
しかし最早そんなことを気に

しなくなっている

そこでは、「AI」が作った
「人（人種）」も存在

人格として認められたAIが
人類と共生している

デュアル生活

・バーチャル化できないものの価値が見直される。

・移動時間の贅沢になる。

通貨の一新

「自分軸」を確立する

ための教育プログラム

リアル環境模擬

デジタルデトックス

高度なデジタルツイン

理想郷を生み出す

人々の台頭

多数決だけではない、

上位の決定手法が必要か？

国連？

好縁コミュニティ

は自分自身の断片

だけで生きられる

自分だけの考え方を発信するだけではなく

客観的にそれが認められているること

バーチャルチルドレン

が社会問題化

超リアルな感覚を

持つアバターが

作れるようになる

自分の時間

アイデンティティが

バーチャルだけの人

リアルだけの人

3:7の人など

生活のシーン別に

リアルとバーチャルの行き来が

進んでいく

「歴史的価値のあるもの」を

知らない世代が増える

（いい意味でも悪い意味でも）

シニアの人がバーチャルを

使いこなすための再教育プログラム

バーチャル災害や

バーチャル重要課題の創出

多様性LGBT等
が文化として一般化

バーチャルオリエンテッドな

歴史の紡ぎ方

国連安保理の機能不全も

バーチャルにおける

偶然性やバグの配置

ダイバーシティと

インクルーシブが

何よりも重要な価値になる

バーチャルなのは

人なのか？

環境なのか？

バーチャルの行動原理

文化、ふるまい方そのもの

もまだ周知されていない

自然発生的に民主的に

定義されるのか

村八分になっても

ほかの世界に属す

ればいい

定義する＝社会主義的

成立しにくい、発展性がない

コミュニティごとの

定義が生まれる

スーパーバイザーの存在

コミュニティ同士の衝突？

武器は言葉か

デジタルの世代格差がない

パブリックの世界（勤務）

から始まり、プライベートへ

多重に生きる

リアルと

バーチャルの割合
エンタメ

街並みをつくる

イメージは違う

都市環境

金の循環・

やり取りがないと

付加価値がない

記憶・経験・体験

は脳の中の話である

そこにお金を払うか

記憶を

バーチャルに

リロードする

時間＝金

「時間」が

価値として

一層価値が増す

録画・保存・延期しても

インプット・消費するに

は時間がかかる

リアルとバーチャルで

時の流れ・時間の価値が異なる？

価値の変革

空気感

季節感の記憶

スキップする価値観

過程を楽しむ価値観

リアルのように

雰囲気を感じ取れる

どういうバーチャルが

選ばれるのか

リアルのリアリティの

高いバーチャル

この中に多様性はない！
「好き」が集まった組織には

多様性はない

自分の外にある「好き」の世界

には気づけない

好きなところに

集まってしまう…

バーチャルも

何かしらの制約を創る

複数あるバーチャル都市の

インフラ

バーチャル世界での

街づくり

街の在り方の提案

コンサル

デジタルが流行れば流行るほど

ヨガとかロハスも同じようにはやる

バーチャルによって

必ず残っていくものもある

そこは無くならない

今あるものの

価値を見直す

考え方、構築の仕方、

技術を抽象度高めて

コアなものを見出す

プロセス

の価値化

リアルを真似るのではなく

バーチャル環境・都市の自動生成

バーチャルならではの

パラメータ・アルゴリズム作成

（重力なし自由な素材、あらたな制

約は何かを定める）

伝統建築

技術

バーチャルチャイルド

リアルで生まれ、バ

ーチャルで育った人

類初のバーチャルチ

ャイルドの成功

ひとつのオンライン

コミュニティが

一つの世界の・国と

して存在

デジタルゼネコンだけど…
デジタルを感じさせない

デジタル化

バーチャル倫理

バーチャル空間

でのふるまい方

に規範やルール

ができる

思想に賛同して集まってくる

ニーズへの応答だけ

ではなく、清水が

提供したいものに

賛同する仲間を増やすこと

理想郷を生み出す

ためのインフラビルダー

デジタル

ファブリケーション

リアルの良さ

デジタルの良さ

仮想通貨の納税

はサービス提供者

バーチャル

教育

研修プロ

グラム

（安全）

五感の

デジタル化

SOA

倫理や世界構築に

与え得る「環境」としての

「バグ」生成と

そのシミュレーション

バーチャル都市

バーチャル都市

の選択権

異なる特徴をもった多様なバー

チャル都市があり住民はどこに

住むか選択できる

建築・都市

OSの
ビジュアル

化

空調・入退室管理・

施設使用量…
OSを創り一元管理する

都市・環境サイドから

「バーチャル人」を

生み出す

環境が人をつくる

過去の街並み

何年何月何時を

完全再現した

バーチャル都市

新たな国際問題？！

共鳴したときに大きな流れ

に発展する（民主的な学生運動）

環境や文化が

人を進化させる

逆に進化させたい

ように環境を作る

地方が元気に

なっていく

の振れ幅

のミクロとマクロ

共鳴

国家

全世界共通の対象を触り始めると、

必ず割を食う奴がいる

これまでにない新たな国際問題を

引き起こすのではないか

国家（マクロ）と個人（ミクロ）の

レベルが同一になりつつある

誰でも発信できるし

それが全世界に伝わり共感を生む

人類の進化は意図的に行えるかもしれない

では我々はどんな人類を目指すのか

企業文化

企業理念

歴史と伝統
信条

インパクトがある

伝統も大事

じぶんに問いかけている！

（恥を知れ、と同じ）

を。

の後は？？？

英語の解釈は好き

「解釈任せます」

自由度高い、

解釈分かれる・・・

の解釈は任せる

挑戦的

「を。」という解釈を第三者にゆだねる

フレーズ。社内外で印象は異なる。

Today's Work, Tomorrow's Heritage
は良い！！

Not Here, Not Now. Otherworldly

妄想をさらにふくらませ世界の構成要素を妄想する

造語から妄想した世界のワンシーン

その世界をかたちづくる９つの構成要素と舞台設定

資本主義とは異なる価値観に

幸せを見出す人が増える

バーチャル内での

身体感覚拡張

生体模擬

じぶん

割を食う


